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事業名 事業 事業
一般国道４４９号 本部南道路 区分 国 道 主体 沖縄県

起終点 自： 沖縄県国頭郡本部町字大浜 延長
くにがみ も と ぶ おおはま

至： 沖縄県国頭郡名護市字安和 ８．５km
くにがみ な ご あ わ

事業概要 一般国道４４９号は本部町と名護市を結ぶ幹線道路として、また国営沖縄記念公園海洋博地
区や離島航路の拠点港へのアクセス道路として機能する、北部圏域の連携、産業振興に不可欠な重要路線
である。 当該事業区間は、延長８．５ｋｍの４車線道路である。

Ｈ４年度事業化 Ｈ 年度都市計画決定 Ｈ５年度用地着手 Ｈ５年度工事着手
（Ｈ 年度変更）

全体事業費 約１８３億円 事業進捗率 ７５％ 供用済延長 ３．５km

計画交通量 １０，３００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 １．３ 22.7／223.1億円 234.7／292.6億円 平成１８年（事業全体）

億円事業費： 14.8/215.2億円 走行時間短縮便益:232.7/290.6

億円（残事業）１０．３ 維持管理費：7.9/7.9億円 走行費用減少便益：0.7/-1.1
交通事故減少便益：1.3/3.1億円

事業の効果等

・物流効率化の支援（背高海上コンテナ輸送車通行不能区間の解消）
・個性有る地域の形成（名護市内から国営沖縄記念公演まで約１０分短縮） 他４項目に該当
関係する地方公共団体等の意見

平成１８年６月３０日に沖縄県北部市町村会から早期整備の要請が出ている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等 国営沖縄記念公園海洋博地区に世界最大
級の水槽を備えた「美ら海水族館」が完成（平成１４年）し、沖縄観光の拠点としての価値がさらに高ま

った （入園者数H13:137万人→H17:276万人）。
事業の進捗状況、残事業の内容等
平成１８年度末には事業費ベースでの進捗が９１％となる見込みである。平成１９年度には橋梁４基の

整備を完了させるとともに、改良工事の促進を図る。Ｌ＝３．５ｋｍ ４／４供用済み。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
・名護市安和～本部町塩川Ｌ＝３．５ｋｍ４車供用済み。

・平成１９年度において用地買収を完了し、平成２０年度までに全線の供用開始を図る。
施設の構造や工法の変更等
特になし。

対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図
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